
霧粒の粒径分布の変化よりみた

雛形林の|勿霧効果(抄録)

To凶shi廿ii比chi註i Ô悶
Forest from the Viewpoint of the Variation of Drop-Size 

Distribution of Fog. 

大喜多敏一発

筆者は，落石における雄形林の防接効果の観測にあたり，霧粒のlv:径分布が毎f~形林の前方，

林のなか，林の後方においてどのように変化するかを観ì!lil し，その tU也から雛形林の防霧効果

を論じた。

霧が林を前方から後方に泊過したとき，その粒荏うトギfîは一般に変化する。それは林のなかの

木が'i!f;粒を直接捕捉するためと y 乱流による温度の拡散により蒸発させられるからである。わ

れわれは観測により -J(のような結よI~ を件た。

a) 日中は蒸発のため，林i乙侵入してくる霧粒のうち，小さい粒子の数が減少する。

b) 林の捕捉効果は直径 10μ 以ー I二の粒子において蒋しいが，一方 n 中では林の保温作fIJの

ため，気慌が林後では林前iこ比ぺ l OC 以 k も高ししたがって特に也径 lOIJ. 以下のノj、さい粒

子の蒸発を促すととがわかった。

c) 地而による霧粒のナ10捉数を;)!;IJべたととろ p 乱Nëi:b}でも p 霧粒がストークスの法WJにより

沈降するとして計算できるととがわかった。落下量は 0.5~1x 1O-6g/cm'l sec の程度である。

d) 霧1:il:の立:直方向における粒径介司fîの変化を司，1，jぺたところ p 地問問t泣ほど，也誌の小さい

粒子の jlí める割合がノj、さいととがわかった。とれは地聞からの熱の拡散によって霧中設が消散さ

せられているからである。

詳和11は低温科学第 11 桝に発表の予定。
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